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強皮症の皮膚線維化におけるノルエピネフリンの役割





















































かとした (Horiguchi et al.J Clin Endocrinol Metab.2017;
102:566-575).現在は,TSH産生下垂体腫瘍における遺伝
子コピー数の変化を中心とし,網羅的に遺伝子異常を検討
することにより,さらなる下垂体腫瘍発症機構の解明に向
けて取り組んでいる.
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